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資料-1 調査団員氏名・所属 

(1) 調査団員リスト 

氏名 職位 所属先 

荒津 有紀 総括 JICA 経済基盤開発部 

山田 伝一郎 計画管理 JICA 経済基盤開発部 

嶋津 晃臣 業務主任 セントラルコンサルタント株式会社 

糸井 誠 副業務主任 セントラルコンサルタント株式会社 

原 龍一 構造物設計 I（崩壊対策） 株式会社地球システム科学 

石川 元一 構造物設計 II （土石流対策） 株式会社地球システム科学 

豊﨑 真也 施工計画 / 迂回道路設計 セントラルコンサルタント株式会社 

川上 京一 自然条件調査 株式会社地球システム科学 

鈴木 慶一 物理探査 / モニタリング 株式会社地球システム科学 

林 一美 調達事情/積算 セントラルコンサルタント株式会社 

井後 穂高 環境社会配慮 株式会社地球システム科学 

仁平 正人 
業務調整 / 環境社会配慮・自然条件

調査補助 
セントラルコンサルタント株式会社 

湯本 裕之 植生調査 セントラルコンサルタント株式会社 

横川 譲治 通訳 セントラルコンサルタント株式会社 
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(2) 第 1次現地調査時（2011年 11月 9日～2012年 1月 30日） 

氏名 職位 所属先 

荒津 有紀 総括 JICA 経済基盤開発部 

山田 伝一郎 計画管理 JICA 経済基盤開発部 

糸井 誠 副業務主任 セントラルコンサルタント株式会社 

原 龍一 構造物設計 I（崩壊対策） 株式会社地球システム科学 

石川 元一 構造物設計 II （土石流対策） 株式会社地球システム科学 

豊﨑 真也 施工計画 / 迂回道路設計 セントラルコンサルタント株式会社 

川上 京一 自然条件調査 株式会社地球システム科学 

鈴木 慶一 物理探査 / モニタリング 株式会社地球システム科学 

井後 穂高 環境社会配慮 株式会社地球システム科学 

仁平 正人 
業務調整 / 環境社会配慮・自然条件

調査補助 
セントラルコンサルタント株式会社 

横川 譲治 通訳 セントラルコンサルタント株式会社 

 

(3) 第 2次現地調査時（2012年 4月 3日～5月 18日） 

氏名 職位 所属先 

糸井 誠 副業務主任 セントラルコンサルタント株式会社 

川上 京一 自然条件調査 株式会社地球システム科学 

林 一美 調達事情/積算 セントラルコンサルタント株式会社 

仁平 正人 
業務調整 / 環境社会配慮・自然条件

調査補助 
セントラルコンサルタント株式会社 

湯本 裕之 植生調査 セントラルコンサルタント株式会社 

横川 譲治 通訳 セントラルコンサルタント株式会社 
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(4) 準備調査概要説明時（2012年 10月 20日～10月 30日） 

氏名 職位 所属先 

山田 伝一郎 計画管理 JICA 経済基盤開発部 

糸井 誠 副業務主任 セントラルコンサルタント株式会社 

原 龍一 構造物設計 I（崩壊対策） 株式会社地球システム科学 

横崎 満 通訳 セントラルコンサルタント株式会社 
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資料-2 調査工程 

(1) 第 1次現地調査日程表 
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(2) 第 2次現地調査日程表 

 
  

1 4/3 火 -

2 4/4 水 LP

3 4/5 木 LP

4 4/6 金 SC

5 4/7 土 資料整理 SC 資料整理 SC 資料整理 SC 資料整理 SC

6 4/8 日 団内会議 SC 団内会議 SC 団内会議 SC 団内会議 SC

7 4/9 月 SC

8 4/10 火 SC 再委託準備 SC

9 4/11 水 現地調査 SP 現地調査 SP 現地調査 SP 現地調査 SP

10 4/12 木 現地調査 SP 現地調査 SP 現地調査 SP 現地調査 SP

11 4/13 金 現地調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SC

12 4/14 土 資料整理 SC 資料整理 SC 資料整理 SC 資料整理 SC

13 4/15 日 団内会議 SC 団内会議 SC 団内会議 SC 団内会議 SC SC

14 4/16 月 現地調査 SP 現地調査 SP 現地調査 SC 現地調査 SC SP

15 4/17 火 現地調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SC

16 4/18 水 現地調査 SC 資料収集 SC 現地調査 SC 再委託準備 SC 現地調査 SC 資料収集 SC

17 4/19 木 LP 調達事情調査 SC LP

18 4/20 金 LP 調達事情調査 SC LP

19 4/21 土 LP 資料整理 SC LP

20 4/22 日 SC 資料整理 SC SC

21 4/23 月 現地調査 SP 現地調査 SP 調達事情調査 SC 現地調査 SP 現地調査 SP 現地調査 SP

22 4/24 火 現地調査 SP 現地調査 SP 調達事情調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SC 現地調査 SP

23 4/25 水 現地調査 SP 現地調査 SP 調達事情調査 SC ｻﾝﾀｸﾙｽ→ﾗﾊﾟｽ移動 LP 現地調査 SC 現地調査 SP

24 4/26 木 現地調査 SC 現地調査 SC 調達事情調査 SC 業務調整 LP 現地調査 SC 現地調査 SC

25 4/27 金 現地調査 SC 現地調査 SC 調達事情調査 SC 業務調整 LP 現地調査 SC 現地調査 SC

26 4/28 土 団内会議 SC 団内会議 SC 調達事情調査 SC 業務調整 LP 資料整理 SC 資料整理 SC

27 4/29 日 資料整理 SC 資料整理 SC 資料整理 SC 資料整理 LP 資料整理 SC 資料整理 SC

28 4/30 月 現地調査 SC 現地調査 SC 調達事情調査 SC
ラパス発

（AA922便）
MIA 現地調査 SC 現地調査 SC

29 5/1 火 LP 調達事情調査 SC ↓ ー 現地調査 SC ｻﾝﾀｸﾙｽ→ｺﾁｬ移動 CB

30 5/2 水 LP 調達事情調査 SC
成田着

（JL005便）
現地調査 SC

資料収集

ｺﾁｬ→ﾗﾊﾟｽ移動
LP

31 5/3 木 LP 調達事情調査 SC 現地調査 SC JICA/大使館報告 LP

32 5/4 金 LP 調達事情調査 SC 現地調査 SC ABC協議 LP

33 5/5 土 MIA
サンタクルス発

（AA922便）
MIA 資料整理 SC

ラパス発

（AA922便）
MIA

34 5/6 日 ー ↓ ー 資料整理 SC ↓ ー

35 5/7 月
成田着

（JL061便）
現地調査 SC

成田着

（JL009便）

36 5/8 火 現地調査 SC

37 5/9 水 現地調査 SC

38 5/10 木 現地調査 SC

39 5/11 金 現地調査 SC

40 5/12 土 資料整理 SC

41 5/13 日 資料整理 SC

42 5/14 月 現地調査 SC

43 5/15 火 現地調査 SC

44 5/16 水 現地調査 SC

45 5/17 木 ｻﾝﾀｸﾙｽ→ﾗﾊﾟｽ移動 LP

46 5/18 金 JICA報告 LP

宿泊地：　LP：ラパス　SC：サンタクルス　SP：サマイパタ　CB：コチャバンバ

成田着

（JL009便）

サンタクルス→ラパス移動

ABC協議

↓

コンサルタント

成田発（11:20am、JL006便）

ラパス→サンタクルス移動 ラパス→サンタクルス移動

ABCサンタクルス県事務所表敬・聞取り

成田発（JL006便）

業務調整通訳

横川　譲治

調達事情調査・見積手配

ラパス着（05:15am、AA922便）

JICAボリビア事務所表敬（予定）、ABC表敬

JICAボリビア事務所表敬（予定）、測量打合せ

ラパス（12:45）→サンタクルス（13:45）移動（BOA052便）

仁平　正人

団内会議

自然条件調査

川上　京一

植生調査

湯本　裕之

ラパス発

（AA922便）

副業務主任

糸井　誠

施工計画

林　一美

団内会議

サンタクルス着（AA922便）

ABCサンタクルス県事務所表敬

ABC協議

JICA/大使館報告

ABC協議

ｻﾝﾀｸﾙｽ→ﾗﾊﾟｽ移動

ABC協議 ABC協議

サンタクルス→ラパス移動

ABC協議
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（3）準備調査概要説明時日程表 

No. M D 曜日 内容 

1 10 20 土 山田、糸井、原 成田発 

2  21 日 山田、糸井、原 ラパス着 

3  22 月 JICA ボリビア事務所表敬、ABC 本部準備調査報告書（案）説明 

4  23 火 ABC 準備調査報告書（案）説明 

5  24 水 ABC 本部協議 (MM 協議） 

6  25 木 ABC 本部協議 (MM 協議） 

7  26 金 協議議事録署名 

8  27 土 日本大使館報告、JICA ボリビア事務所報告 

9  28 日 山田、糸井、原、ラパス発 

10  29 月 移動日 

11  30 火 成田着 
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資料-3 関係者（面会者）リスト 

(1) 第 1次現地調査時主要面談者リスト 

名前 役職 

ボリビア道路管理局 Administradora Boliviana de Carreteras (ABC) 

Ing. Luis Sánchez-Gómez Cuquerella 総裁 

Ing. Erick de las Heras Arce 技術本部 保全調整官 

Ing. Gerardo Kierig Von Bories UPD（道路防災室）技師 

Ing. Marco Gómez UPD（道路防災室）技師 

Ing. Rodrigo Zelada UPD（道路防災室）技師 

Ing. Cinthya Prado Carpintero UPD（道路防災室）技師 

Ing. Roberto Sandoval F 東部中央地方本部長 

Ing. Rolando Velasco S. 東部中央地方本部 技術部長 

Ing. Walter Noe Angus 東部中央地方本部 顧問 

Ing. Juan Carlos Álvarez J. 東部中央地方本部 路線監督官 

Ing. Jaime Leyton 東部中央地方本部 道路区間監督官 

Ing. Henrry Loaiza 東部中央地方本部 道路区間監督官 

開発計画省 公共投資国際金融次官室（VIPFE） 

Lic. Harley Redríguez Téllez 公共投資国際金融次官 

J.Gonzalo Huaylla Aliaga 計画事前投資局 

Estefanía 日本協力担当 

Lic. Mariela Zapata 運輸担当 

公共事業サービス住宅省 運輸次官室 

Gral.Div.Ae. Edwin Maranon Gamboa 運輸次官 

Ing. Ursula Martínez 運輸次官室 
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(2) 第 2次現地調査時主要面談者リスト 

名前 役職 

ボリビア道路管理局 Administradora Boliviana de Carreteras (ABC) 

Ing. Erick de las Heras Arce 技術本部 保全調整官 

Ing. Miguel Saravia 技術本部部長 

Ing. Andris Cossio R. 技術本部 道路保全部長 

Ing. Gerardo Kierig Von Bories UPD（道路防災室）技師 

Ing. Marco Gómez UPD（道路防災室）技師 

Ing. Rodrigo Zelada UPD（道路防災室）技師 

Ing. Cinthya Prado Carpintero UPD（道路防災室）技師 

Ing.Admar Rocabado C. 東部中央地方本部長 

Ing. Walter Noe Angus 東部中央地方本部 顧問 

Ing. Juan Carlos Álvarez J. 東部中央地方本部 路線監督官 
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資料-4 協議議事録（M/D） 

（2011 年 11 月 18 日） 
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資料-5 協議議事録（M/D） 

（2012 年 10 月 26 日） 
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資料-6 物理探査調査の原理 

(1) 弾性波探査の原理 

(a) 探査概要 

起振点から換振器（地震計）まで波が伝播する時間を計測することを測定とよび、実際には波の

振動を記録器にて記録するわけである。 

本調査では、一度に換振器を 12 個並べられる（1 展開）デジタル式測定器を使用した。測定間隔

が 5ｍであるから 1 展開は 55ｍになる。1 展開における起振点は 5～6 ヶ所とし、起振点間隔を 15

ｍ～20ｍとした。 

尚、起振源は大ハンマーを用いた。 

測定状況は図 1 の模式図のようになる。 

 

 

図 1 弾 性 波 探 査 模 式 図 

  

McSEIS-SX 

ハンマー起振 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ24 

換振器

換振器 

多心ケーブル 

Ｖ１ 

Ｖ２ 

電源 

リレー線 
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(b) 測定装置 

弾性波探査装置の主要機材は一般的に以下の 3 つ構成される。その他にも、ケーブルや電話機、

発火器などの補助装置がある。 

 換振器 

 増幅器 

 記録器 

本探査に使用した測定機種は表 1 に示す通りである。 

 

ＭｃＳＥＩＳ－ＳＸ 

図 2 測定装置構成図 

表 1 使用機器一覧表 

記 録 器        McSEIS-SX 型 
成分数24ch、 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記録方式 
1台 

増  幅  器 McSEIS-SX 型 
成分数24ch、 

利得  90dB 
1台 

換  振  器 HS-J 型 固有周波数14HZ 24個 

観測ケーブル、その他 
5ｍ間隔用観測線 

 

1組 

 

 

  

ＩＮＰＵＴ１～１２ ＩＮＰＵＴ１３～２４ 

ch1  ch2  ch3  ch4  ch12  ch13 ch14 ch15 ch16 ch24 

バッテリ 
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(c) 解析（弾性波屈折法） 

1) 記録と走時曲線図 

振源と測定地点間を波が伝播するのに要した時間を走時とよび、それをグラフ化したものが走時

曲線である。測線毎に示した走時曲線図は、測定より得られた記録から初動走時（発破時から換振

器に最初に波が到達するのに要した時間）を読み取り、距離を横軸に、時間を縦軸に取り、起振点

と換振器間の距離の関係をプロットしたものである。 

記録には 1/100 秒毎に刻時線が刻まれ（4ｍｍ間隔）、これを目測によって 1/1000 秒まで読み取

る。走時曲線図は距離を 1/500 の縮尺で（測点間隔 1ｃｍ）、時間を 2ｃｍ、1/100 秒の割合で目盛

りする。波の伝播速度＝距離/時間であるから、走時曲線の傾きの逆数が波の伝播速度を表わすこと

になる。 

 

 

図 3 記 録 状 況 

2) 走時曲線の解析 

走時曲線は地中を伝わる波の伝播速度の分布状況に応じた形を示すことから、逆に走時曲線の形

を解析して地下の速度分布を推定する。 

解析の手法は種々あるが、本調査では地滑り調査など山腹や傾斜地での弾性波探査の解析に適し

ている「はぎり法－萩原の方法」によった。 

はぎとり法の原理 

走時曲線の解析には萩原の法、いわゆる「はぎとり法」（別名：表層除去法）を用いたが、その

原理を略述すれば次の通りである。 
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Ａ，Ｂ：爆発点       ｔ：深度走時 

Ｒ：測点         Ｚ：深さ 

        Ｔ：走時         Ｖ1、Ｖ2 ：上層、下層の速度 

Ｔ’：はぎとり線   θ：臨界入射角 

 

(2) 比抵抗 2次元探査法の原理 

(a) 探査法の概要 

比抵抗２次元探査法は、従来の電気探査法で垂直法探査が水平方向の分布の把握に適さない事や

水平法探査が深度方向の明確性に欠ける事から、広範囲に精度高い調査を行うために開発された方

法で、２次元のモデル化理論に基づく有限要素法、非線形最小自乗法等の高度な数値解析技術を組

み合わせたものである。 

その特徴は従来の解析が測定値の水平成層解析（水平方向で変化がないと見なした１次元解析）

または直接表示（表示点での見掛比抵抗分布）に限られていたのに対して、大地の比抵抗分布を面

的に数値解析（２次元解析）して、より真に近い比抵抗分布の把握を可能にすることである。 

(b) 探査の原理 

比抵抗法は電気探査の１種であり、電極を介して大地に電流を流し地表の測定点で観測される電

位差から大地の比抵抗分布を解析する方法である。 

比抵抗（Resistivity:ρ）とは電気の流れ難さを示す物質固有の量で、電気伝導度の逆数にあた

り、単位長さあたりの抵抗（Resistance:Ｒ）を示している。 

大地の比抵抗が一定ならば電流は電極から地中に一様に広がるように流れ、測定値（電流Ｉ、電

ZR 

A B R 

ZA 

θ 
V1 

V2 

θ 

ZB

(低速度帯) 

TBA 
TBR TAR
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位差Ｖ）と比抵抗ρとの間にはオームの法則より導かれる次の関係が成立する。 

ρ＝Ｋ・Ｖ／Ｉ 

ただし、Ｋは地表の電極の位置関係で決まる定数である。 

  

図 4 比抵抗法の原理 

大地の比抵抗が不均質ならば、電流は地中の比抵抗がより低い方向に集中し比抵抗が高い部分を

迂回するように流れるので、地表での測定値も影響を受けることになる。測定量がこのような電極

と地下構造の幾何学的な関係に影響されることに着目し、地表の電極の位置関係を変化させて取得

した多数の測定値を処理して大地の比抵抗構造を求めるのが比抵抗法の基本的な考え方である。 

地盤の比抵抗は構成鉱物の種類、空隙の分布、間隙水の存在等により異なる値をとり、比抵抗分

布が把握できれば各地層に固有の比抵抗に基づいて地下構造を解釈することができる。代表的な地

層の比抵抗値の例を次に示す。 

 

図 5 代表的な地質の比抵抗 
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(c) 測定方法 

比抵抗の測定は、地表に設置した一対の電流電極ともう一対の電位電極を用いて行う。 

電流電極から電流（直流または周期の長い交流）を流して、電位電極でそのとき生じる電位差を

測定する。電流電極と電位電極の地表での並べ方（電極配置）には、調査の主目的や効率に応じて

次のように数種類の方法があるが、本手法では多数の測定データを効率よく高密度に取得できる２

極法の電極配置を採用した。 

 

 

図 6 各種電極配置の例 

2極法では電流電極と電位電極の内それぞれ 1極を固定電極（遠電極）とし、残りの 2極を順次

移動･設置して測定を行う。次に各測点（水平距離で 5ｍ間隔）に電極棒を設置し、観測ケーブル・

延長ケーブルを介し測定本部の電極切替器にて自動切替えで測定作業を行なう。以下に測定手順の

概要を示す。 
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末測定 測定済み測定中  

① 電流電極及び電位電極をそれぞれ１番目と２番目の測点に設置し測定を開始する。 

② 電流電極を固定し電位電極を順次移動して測定を続け、最後の測点まで移動させる。 

③ 電流電極を次の測点に移動し、その次の測点に電位電極を設置し測定を行う。 

④ 以上の測定を順次繰り返し電流電極を最後の測点の１つ前まで移動し、電位電極を最後の測

点にして測定を完了する。 

図 7 測定手順の概要 

(d) データの品質管理 

1) 接地抵抗 

測定前に各測定点の接地抵抗を測定した。接地抵抗はおおむね良好で、打ち直し、電極棒の複数

本使用及び塩水の使用等は必要としなかった。 

2) スタッキング 

同一場所で測定したデータは再現性がある。しかし高圧電線、構造物等による迷 

走電流などの突発的なノイズが混入する場合には必ずしもデータの再現性が保証されるわけでは

ない。従って測定はスタッキング（重合処理：同一の測点で数回の測定を繰り返し信号そのものを

重ね合わせノイズの比率を低減させる）を行い標準偏差がほぼ 3％以下の平均値を採用することを

原則とし、良好なデータが得られない時は再測し測定値の品質を高める事に努めた。 

3) 電位の距離減衰 

測定中は測定電位（電流値で除した値：V / I）が、電流源から離れるに従って減少しているかを
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チェクし、不良データは再測した。 

4) 交代直流波形 

測定された交代直流波形がノイズ等で歪んでいないかをチェクした。 

5)  使用機器 

使用した主な測定機器は以下の表に示すとおりである。 

表 2 主な使用機器 

名     称 型     式     名 仕         様 数 量 

電気探査装置 McOHMProfiler4 
最大電圧 ： 400V 交替直流 

最大電流 ： 120mA 
1 台 

電流昇圧器 
  Powerbooster 

MODEL-2142 
P-P800V Max1A 1 台 

観測ケーブル 5m用観測ケーブル 16成分 3本 

延長ケーブル 専用延長ケーブル 100m、  50m 2本 

電極棒 ステンレス製鋼棒 φ15mm  l＝50cm 50本 

遠電極用電線 被覆鋼芯電線 耐圧 600V 400m 

バッテリー 車載用バッテリー 12V、  24AH 1 台 

    

 

(e) 解析方法 

比抵抗二次元探査の解析は、観測電位の品質チェック、初期比抵抗モデルの作成、 

理論電位の計算、理論電位と観測電位の比較による比抵抗モデルの修正、及び検証データによる

検討からなり、おおまかな流れを次頁の流れ図に示した。 

1) 観測電位の品質チェック 

測定値は品質を高めるためにスタッキング（重合処理：同一の測点で数回の測定 

を繰り返し信号そのものを重ね合わせノイズの比率を低減させる）を行い、標準偏差がほぼ 3%

以下の平均値を採用することを原則とした。 

2) 初期比抵抗モデルの作成 

2 極法の場合は電極配置係数が 2πa（a：電流電極と電位電極の間隔）になり、以下の式で見掛

比抵抗値を算出した。 

ρ = 2πaR 

電流電極からは電流が地中に向かって放射状に広がり、同心円状の等電位面が形成されること、

及び電極間隔が大きいほど測定対象の等電位面は地下深部に及んでいることを考慮すると、見掛比
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抵抗とは地表から電極間隔に対応したある深度までの大地の平均的な比抵抗を表現しているものと

考えられる。そこで便宜的に各測定の見掛比抵抗は電極間隔と同一の深度の地点を代表点とする大

地の平均的な比抵抗値であると見なし、見掛比抵抗分布図を地形断面図内に示した。 

 

  

図 8 見掛比抵抗の表示 

次に解析対象範囲を、有限要素法が適用可能となるように三角形要素に分割して、見掛比抵抗分

布図を参考にして初期比抵抗モデルを作成する。電気探査では地形も測定値に影響を与えるので、

現地で測線沿いに地形測量を行いモデルの測線形状に取り込む。 

3) 理論電位の計算 

前項で作成した二次元比抵抗モデルに対して、有限要素法を用いて２極法電気探 

査の理論計算を行う。この計算過程についての詳述は避けるが、電場の計算は二次元構造に対し

て三次元電流源（点電流源）を設けたものとして計算を行う。この比抵抗モデルから理論電位を求

める過程を順問題又は前進問題と呼ぶ。 

4) 理論電位と観測電位の比較による比抵抗モデルの修正 

理論電位が観測電位と一致するならば比抵抗モデルは真の地下構造の最良の近似 

と見なせるが、一致しない場合には比抵抗モデルのパラメーター（複数の要素からなるブロック

の比抵抗値）を変更させる。具体的にはパラメーターを個別に変化させたときに理論電位がどのよ

うに変化するか求め、次に残差（理論電位－観測電位）の自乗和が最小になるように最小自乗法に

より定める。この観測値から比抵抗モデルを求める過程を逆問題と呼ぶ。比抵抗モデルを修正する

ための補正量を求める計算には非線形最小二乗法（修正マルカート法）を用いた。 

5) 検証データによる検討 

前項で得られた修正後比抵抗モデルを既往資料と照合して整合性を検討し、そしてそれら検証デ

ータと矛盾がないことを確認して最終解析結果とした。 

6) 測定結果の解釈 

解釈の基本的考え方 

岩石・地層の比抵抗は、孔隙水の比抵抗、孔隙率、水飽和率、粘土鉱物の含有量と種類、など多

くの要因によって支配される。したがって比抵抗分布と地質区分が一対一で対応することはあまり

a

a

I V

表示点
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多くない。むしろ同一種の岩石であっても、孔隙率、水飽和率、粘土の含有量等が一様でなければ

比抵抗は変化するので、比抵抗分布は含水状態、熱変質、風化の程度、断層破砕帯の有無等を反映

していることが多い。そこで比抵抗の解釈にあたっては、比抵抗の高低がどの要因によってもたら

されたかを推定することが重要である。比抵抗だけからその決定要因を絞り込むのは困難であり、

他の情報が不可欠である。例えば、調査地域に同一種の岩石が分布し、水で飽和していることが解

っていれば、比抵抗の相対的に低いゾーンは割れ目等の２次的な孔隙が多く、含水量の多い箇所と

判断される。また、岩石は風化により礫化、砂質化、粘性土化しているかにより大きく値は異なり、

その岩石の比抵抗値というより風化の度合いのほうが、比抵抗値に与える影響が大きい場合が多い。 

解析結果 

解析結果は比抵抗分布図に示した。以下に比抵抗値の分布傾向を述べる。比抵抗値は調査地にも

よるが概ね 1.0（Ω-m）～500（Ω-m）の範囲となっている。50（Ω-m）以下の低比抵抗部はシル

ト系・泥岩系の岩盤に相当すると考えられる。50（Ω-m）以下を低比抵抗層、50～100（Ω-m）を

中間比抵抗層、100（Ω-m）以上を高比抵抗層として説明する。尚、比抵抗分布については低比抵

抗～高比抵抗を寒色系～暖色系に配色した。 
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資料-7 現地植生の写真票 

(1) 07-11での確認種 

ASTERACEAE gen sp.（キク科の一種） 

 

Salix fumboldtiana（現地名：sauce；サウセ） 

 

Shinopsis haenkeana（現地名：soto；ソト） 
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Tipuana tipu（現地名：tipa；ティパ） 

 

MIMOSOIDEAE gen sp.（ネムノキ亜科の一種；ミモサ類） 

  

 

Tecoma stans（現地名：Maranguay；マラングアイ） 
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SOLANACEAE gen sp.（ナス科の一種） 

 

MORACEAE gen sp.（クワ科の一種） 

 

Lithraea ternifolia（現地名：Llokhe；ロケ） 
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(2) 07-18での確認種 

Acacia aroma（現地名：Quine：ケーニャ） 

 

MIMOSOIDEAE gen sp.（ネムノキ亜科の一種；ミモサ類） 

 

MIMOSOIDEAE gen sp.（ネムノキ亜科の一種；ミモサ類） 
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資料-8 モニタリングフォーム 

 

モニタリングフォーム 

－水質（濁り） 

モニタリング項目 報告期間中の状況 

07-02 作業前  

工事前の河川の状況の確認  

07-02（土工）作業中  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-02（土工）完了時  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-02（舗装復旧工）作業中  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-02（舗装復旧工）完了時  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-03 作業前  

工事前の河川の状況の確認  

07-03（土工）作業中  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-03（土工）完了時  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-11 作業前  

工事前の河川の状況の確認  

07-11（土工）作業中  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-11（土工）完了時  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-11（床固工）作業中  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-11（床固工）完了時  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-11（集水枡工）作業中  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-11（集水枡工）完了時  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  
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07-11（水路工）作業中  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-11（水路工）完了時  

工事箇所における残土の河川への投棄の有無  

残土投棄時の目視による著しい濁度上昇の有無  

07-18  

－（近傍に河川なし） － 

07-19  

－（近傍に河川なし） － 

 

－廃棄物 

モニタリング項目 報告期間中の状況 

07-02 作業前  

工事前の土捨て場の状況の確認  

07-02（土工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-02（土工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-02（舗装復旧工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-02（舗装復旧工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-03 作業前  

工事前の土捨て場の状況の確認  

07-03（土工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-03（土工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11 作業前  

工事前の土捨て場の状況の確認  

07-11（土工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11（土工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11（床固工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11（床固工）完了時  
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残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11（集水枡工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11（集水枡工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11（水路工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-11（水路工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-18 作業前  

工事前の土捨て場の状況の確認  

07-18（土工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-18（土工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-18（舗装復旧工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-19 作業前  

工事前の土捨て場の状況の確認  

07-19（土工）作業中  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

07-19（土工）完了時  

残土が適切に土捨て場に捨てられているかの確認  

計画を超過する残土発生の有無  

 

－子どもの権利 

モニタリング項目 報告期間中の状況 

作業中 １回目  

雇用者の身分証明書の確認  

作業中 ２回目  

雇用者の身分証明書の確認  

作業中 ３回目  

雇用者の身分証明書の確認  

作業中 ４回目  

雇用者の身分証明書の確認  

 

－ジェンダー 
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モニタリング項目 報告期間中の状況 

作業中 １回目  

雇用者の契約内容に男女格差がないか確認  

作業中 ２回目  

雇用者の契約内容に男女格差がないか確認  

作業中 ３回目  

雇用者の契約内容に男女格差がないか確認  

作業中 ４回目  

雇用者の契約内容に男女格差がないか確認  

 

－HIV/AIDS等への感染症 

モニタリング項目 報告期間中の状況 

作業中 １回目  

安全衛生指導の実施状況の確認  

作業中 ２回目  

安全衛生指導の実施状況の確認  

作業中 ３回目  

安全衛生指導の実施状況の確認  

作業中 ４回目  

安全衛生指導の実施状況の確認  

 

－事故 

モニタリング項目 報告期間中の状況 

07-02 １回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-02 ２回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-02 ３回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-02 ４回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-03 １回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-03 ２回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-03 ３回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-03 ４回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか  
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確認 

07-11 １回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-11 ２回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-11 ３回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-11 ４回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-18 １回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-18 ２回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-18 ３回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-18 ４回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-19 １回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-19 ２回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-19 ３回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 

 

07-19 ４回目  

交通規制時の安全誘導等が適切に行われているか

確認 
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